
「特別な教育的支援を必要とする児童生徒の
学びに向かう力を育む支援の在り方

―自己の理解と行動を調整する力を引き出す授業実践を通して―」

問い合わせ 教職教育課：0296-78-321２ 教科教育課：0296-78-321３ 特別支援教育課： 0296-78-４４３７

※本ポスターを校内に掲示いただく際には、可能であればA３で印刷し、掲示をお願いします。

令和７年６月２日（月）より開始

上記の二次元コードよりお申し込みください。Plantのアカウントをお持ちの方は、全国教員研修プラットフォーム（Plant）から
も申し込み可能です。研究発表会の詳細は所属長宛て文書をご確認ください。

締切 令和７年７月31日（木）参加者受付

茨城県教育研修センター

令和７年度

令和７年８月7日(木)･８日(金)開 催 日

求めるヒントがきっとある。

教職に関する研究
（オンライン）
申込はこちらから

特別支援教育に関する
研究（集合）
申込はこちらから

教科に関する研究
（オンライン）
申込はこちらから

研究発表会

「学ぶことと自己の将来をつなげるキャリア教育
―『できること』『意義を感じること』『したいこと』

を大切にする探究的な学びを通して―」

筑波大学 藤田晃之 教授
基調講演「学ぶことと自己の将来をつなげるキャリア教育

～今求められるキャリア教育とは～」

講 師

学校の体制づくり、探究的な学習活動、キャリア・カウンセリング等の実践を通して、自己の将来を見
据えた学びの実現に向けたキャリア教育の在り方を追究します。

❖教職に関する研究 オンライン
1５0名８月７日（木）9:30～16:00

筑波大学 小島道生 教授 講義・指導講評講 師

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の「学びの持続」につながる“３つのステップ”を提案します。
教師自身の学びについても一緒に考えましょう。

❖特別支援教育に関する研究
集合
100名８月７日（木）9:30～16:00

学びに向かう“まなびーん”を育てよう

❖教科に関する研究 ８月８日（金）9:30～12:45
オンライン
200名

「自立した学習者を育む学校―教員の組織的な授業改善を通して―」

小・中・高の研究報告とインタビューにより、学校全体で組織的に授業改善を進めるためのヒントを提案します。

小学校 「AARサイクルを軸とした教員の協働的な授業改善」
中学校 「教員の協働的な学びと個別の実践の往還による組織的な授業改善」
高等学校「オンラインプラットフォームを活用した、教科と時間を越える教員の探究

的な授業改善」

組織が変われば、授業が変わる！


